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黒
上

晴
夫

｛
金
沢
大
学
級
商
学
飢
）

石
川
県
で
の
総
合
的
学
習
の
ひ
と
つ
の
目
玉
が

，
．

伝
統
文
化
だ
ろ
う
。
加
賀
友
禅
や
姶
－
M
塗
な
ど
の

伝
統
工
芸
や
和
菓
子

・
加
資
料
理
な
ど
の
伝
統
的

だ

2
2
2
2テ
l
マ
に
な
る
・

．

，
金
沢
市
立
明
成
小
学
校
は
、
地
の
利
を
析
か
し

可
、

て
友
仰
作
家
を
学
校
に
回
仰
ぎ
入
れ
．
一
一
怖
に
染
め

ザ，

Q
こ

を
行
っ
た
・
そ
の
過
程
で
工
芸
作
品
を
作
る
工
程

句

、

：

の
複
線
さ
を
体
験
で
き
、
手
工
技
術
の
素
晴
ら
し

－
れ
um
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
・

・
一
プ

〆

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
．
伝
統
工
芸
と
コ
ン

ず

円

ピ
ユ
｜
夕
の
組
み
合
わ
せ
に
あ
る
・
彩
色
工
程
で

一
’
同
門

自
分
で
摘
い
た
図
案
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
色
を
の

や〆
d
E
t
－－

刈
4

A

せ
て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
試
す
の
に
利
用
し
た
の

1
ノ

一

で
あ
る
．
こ
れ
に
よ
っ
て
、
体
験
に
自
分
な
り
の

誌

の

価

値

判
断
を
織
り
宍
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
九

一刊
一
色
、

こ
の
よ
う
な
伝
統
文
化
に
触
れ
る
紋
み
は
‘
必

一む
釦
両
国
Y

ず
し
も
伝
統
工
芸
の
担
い
手
を
育
成
す
る
も
の
で

豆

、

ミ

は
な
く
．

2
2
2と
し
て
の
態
度

Zぃ、

一国

抗

ひ
い
て
は
文
化
を
守
る
こ
と
の
窓
味
を
考
え
さ
せ

a
全一

bι
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
・
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付
属
長
野
小

・
松
本
小
、
伊
那
小
、
高
島
小
な

ど
は
、
川
以
外
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
先
進
校
で
あ
る

が
、
今
闘
は
‘
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
学
校
二
つ

を
紛
介
し
よ
う
ω

一
つ
は
．
移
行
則
か
ら
本
彬
実
施
並
の
時
数
で

「
松
風
プ
ラ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
東
筑
摩
郡
波

間
小
で
あ
る
．
「
ま
っ
か
ぜ
」
と
は
、
校
地
内
の
広
大

な
松
林
へ
の
思
い
と
「
学
び
合
お
う
」

「続
け
よ
う
」

「
郷
こ
う
」「
全
以
で
」
の
頭
文
字
で
も
あ
る
・
ク
ラ

ス
タ
イ
ム
、
テ
l
マ
タ
イ
ム
、
フ
リ
l
タ
イ
ム
、
ス

ク
ー
ル
タ
イ
ム
な
ど
を
設
け
て
実
絡
す
る
・

も
う
一
つ
は
．
来
る
七
月
七
円
に
、
地
元
研
究

会
の
応
大
会
（

一
般
参
加
可
）
と
し
て
公
開
綬
皆
川
を

予
定
し
て
い
る
長
野
市
吉

m小
で
あ
る
・
子
ど
も

が
対
象
に
思
い
を
深
め
、
向
ら
「
生
活
を
切
り
開

く
」「
問
題
を
乗
り
舷
え
る
こ
人
間
関
係
を
切
り
開

く
」「
視
野
や
学
び
を
切
り
開
く
」
「
思
い
を
漠
し
、

伝
え
合
う
」
な
ど
の
具
体
の
姿
を
目
指
し
て
い
る
・

合
問
闘

w

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な

学
校
二
つ

布

谷

光

俊

（
燭
州
大
学
数
百
学
郎
）

＠悟母船僧俗世陪母船骨恒由

ぬ
閣
間
mv

子
ど
も
の
思
い
と
敏
師
の
願
い
を
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中
に
実
現
す
る
こ
と

森

透

（惜
畑
井
大
学
制
制
苛
他
国
崎
科
学
飢
）

三
つ
の
実
践
校
を
紹
介
し
た
い
．
第

一
は
．
文

部
省
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
研
究
開
発
校

の
筒
井
市
立
社
西
（
や
し
ろ
に
し
）
小
学
校
。
「
州
立

か
な
心
で
．

nら
考
え
、
表
現
で
き
る
予
を
め
ざ

し
て
」
を－
7
1
マ
と
し
て
、
地
域
に
般
を
お
ろ
し

た
二
年
目
の
実
践
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
．
追
究
す
る

カ

・
表
現
す
る
カ

・
共
に
学
ぶ
力
の
形
成
を
め
ざ

し
、
子
ど
も
と
教
師
が
共
同
し
て
つ
く
り
あ
げ
て

い
る
．

第
二
は
M
M
井
大
学
附
属
小
学
校
で
‘
『
自
己
を
桁

き
、
と
も
に
生
き
る
カ
を
育
む
」
を
主
題
と
し
て
、

教
科
学
習
と
総
合
学
習
を
両
輪
と
し
て
と
も
に
形

成
す
る
視
点
で
実
践
中
．
探
究
・表
現
・綴
り
合
い

の
力
を
つ
け
な
が
ら
、
子
ど
も
と
教
師

・
保
級
者

に
よ
る
学
び
の
共
同
体
づ
く
り
を
目
倍
し
て
い
る
．

第
三
は
私
立
か
つ
や
ま
子
ど
も
の
村
小
学
校
。

山
の
大
臼
然
の
中
に
あ
る
小
さ
な
学
校
で
あ
る
が
、

子
ど
も
遠
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
中
軸
に
問
え
、

ニ
イ
ル
（
英
）
と
デ
ユ
｜
イ
（
米
）
の
思
怨
か
ら

学
ん
で
実
践
し
て
い
る
・
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w

自
分
の
住
む
町
を
徹
底
的
に
学
ぶ

l
柳
泌
小
の
い
ず
み
学
習
の
「
柳
海
海
底
深
検
墜

村

井

敏

幸

（
各
務
原
市
立

m
m箆
二
小
学
級）

地
域
を
学
習
し
、

地
域
の
教
育
カ
を
生
か
し
て

学
習
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
総
合
的
学
習
の
時

間
と
し
て
大
切
な
視
点
で
あ
る
・

6
年
生
で
展
開
さ
れ
る
こ
の
災
践
は
．
共
通
の

テ
l
マ
と
し
て
「
柳
津
へ
の
こ
だ
わ
り
」
を
か
か

げ
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
こ
だ
わ
っ
て
町
を
見
て
、

町
を
学
び
、
町
に
住
む
人
た
ち
か
ら
鎌
虚
に
学
ぶ

と
こ
ろ
が
共
感
を
覚
え
る
・

町
内
を
流
れ
る
境
川
の
水
質
の
問
題

・’
M
働
者

の
問
題
を
は
じ
め
綴
々
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
地

域
の
方
か
ら
聞
き
取
り
ゃ
体
験
を
し
て
学
び
、
そ

こ
か
ら
問
題
意
識
を
磁
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
て

い
る
点
は
、
問
題
解
決
が
明
確
に
設
定
さ
れ
て
い

る．
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
将
来

の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
只
体
的
に
子
ど
も
た
ち

一

人

一
人
が
意
見
を
持
っ
た
り
、
町
に
附
慌
時A

回
し
て
い

っ
た
り
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
・
頼
も
し
い

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
自
に
見
え
て
く
る
授
業
で
あ

る．

＠純沼坤＠骨恒沌神~純沼崎＠。

＠恒沼順路神宮刻申告悼淘帳庖

⑪
側
同
〉

小
・
中
の
迎
携
・
関
連
の

あ
り
方
を
考
え
る

守

木

賞

（
御
形
町
立

ω形
中
歩
校
）

58 

本
年
度
、
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
附
属
小

学
校
と
阿
附
属
中
学
校
は
、
互
い
に
情
報
を
交
換

し
あ
い
な
が
ら
教
育
線
程
の
研
究
を
進
め
て
い
る
・

同
附
胤
小
は
‘
平
成
十
一

年
度
ま
で
研
究
開
発

学
校
の
指
定
を
受
け
た
。
本
年
度
も
総
統
治
定
を

受
け
‘
「
教
科
領
域
」
（
既
存
の
九
教
科
）
と
『
総

合
領
域
」

（「
総
合
学
習
」
「
心
と
実
銭
」
「
パ
ソ
コ

ン
タ
イ
ム
」
）

に
よ
る
教
育
課
程
を
編
成
実
施
し
て

い
る
・問

附
属
中
も
、
平
成
卜
一
年
度
よ
り
研
究
開
発

学
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
・
同
校
は
、
附
属
小

の
卒
業
生
百
二
十
名
と
新
規
募
集
四
十
名
で
各

学
年
を
構
成
す
る
・
既
存
教
科
等
に
加
え
て
、

「
ω巴
t
司
・
〉
』
（
生
き
方
学
刷
出
｝
、
「

ω何「勺
・∞
」
（
偏

祉
・
環
境
・
凶
際
理
解
）
．

「ハリ
F
問
‘
」
〈
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
l
）
が
あ
り
、
附
属
小
の

教
育
剛
M

E
と
関
連
す
る
点
が
あ
る
・

両
校
は、

平
成
十
三
年
二
月
に
開
催
日
を
迎
絞

さ
せ
て
（
八
日
に
附
属
中
‘
九
日
に
附
属
小
）
初

等
中
等
公
開
研
究
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
・
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静
岡
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
『
平
成
十
年

度
研
究
紀
袈
第
三
号
別
冊
』
で

「倣
断
的

・
総
合

的
な
学
習
の
き
ざ
し
」
と
い
え
る
実
践
事
例
を
収

集
し
、
特
徴
分
析
し
て
い
る
・

二
つ
紹
介
す
る
・

一
つ
は
環
境
教
育
を
地
域
貢
献
的
な
活
動
に
発

展
さ
せ
た
俗
岡
市
立
千
代
田
東
小
学
佼
の
実
践
で

あ
る
・
学
区
に
涜
れ
る
巴
川
に
メ
ダ
カ
が
い
な
い

理
闘
を
大
学
で
災
験
分
析
し
て
追
究
し
、
自
分
た

ち
に
で
さ
る
こ
と
を
考
え
実
践
し
た
・
ク
リ
ー
ン

作
戦
で
は
地
械
や
保
践
者
に
も
参
加
を
呼
び
併
け
、

共
に
活
動
す
る
な
ど
「
聞
か
れ
た
学
校
」
の
第
一

歩
と
な
っ
て
い
る
・

も
う
一
つ
は
‘
モ
ジ
ュ
ー
ル
タ
イ
ム
を
導
入
し
、

午
前
中
俊
業
、
午
後
は
教
科
の
内
作
に
と
ら
わ
れ

な
い
白
山
な
活
動
を
行
う
『
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
」

と
い
う
円
限

・
遇
制
附
を
組
ん
で
い
る
浜
般
市
立
鴨

江
小
学
校
で
あ
る
・
凶
年
生
で
は
、
火
焔
の
午
後

は
学
年
ク
ラ
ブ
、
木
岬
聞
は
郷
土
を
知
ろ
う
大
作
戦

と
し
て
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
ー
を
行
う
等
．
楽
し
さ
の

中
で
社
会
性
、
創
造
性
、
主
体
性
を
育
ん
で
い
る
・

合
醐
岡
田
W

地
域
貢
献
的
活
動
と

弾
力
的
時
間
の
運
用

馬

居

政

幸

（静
岡
大
学
叙
商
学
理

鈴

木

敦

子
宮
R
V
R
世
間
士
歪
角
祭
開
き
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援業参観ハンドブック
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一
問
「
生
き
る
力
」
の
源
泉
は
「
生
き
る
喜
び
」
の
実
感
巴
あ
る

l
佐
藤

似
・
先
進
絞
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
学
ぶ
｜
I
l
l
i－
－
1

1

1

1
米
運

ゆ
自
校
な
ら
で
は
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
巴
生
か
す

「
見
方
」
や
「
考
え
方
」
を
探
ろ
う
｜
｜
l

石
堂

φ

編
劇
州
市
閉
山
閣
国
間
I
ll－－lllV4

・・

ゆ

H

子
ど
も
。
の
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
宇
田
川
浩
樹
犯

し
W

H

教
材
H

の
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か
1
1
1
1
1
1
11

－
－
－
勝

見

健

史

お

岨

W
H

i

m

H

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
の
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か
1
1
1
1
1
1
田

中

耕

治

犯

マ
年
間
計
画
。
の
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か

I
l
l
i－
－
l
出

口

和

生

引

い

f単
元
矯
成
d

の
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か

I
l
l
i－
－
－
ー
北

俊

夫

制

φ
・

0

学
習
活
動
の
流
れ
。
の
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
か

l
i
l－
－
辻

延

浩

灯

ω
ほ
ほ
直
ゆ
ぱ
直
味
川
崎
山
H
l
l
H崎
川
両
m

aw－
〈
全
国
の
最
新
情
報
〉

川
一
・
泌
す
学
べ
る
総
合
的
学
習
の
授
業
：
・
わ
が
県
の
一
押
し
は
之
之
だ
！
l

aw－
備
附
附
悶
悶
悶
悶
凶
悶
凶
悶
同
開
凶
闘
回
同
開
削
明
明

川
一
美
し
く
整
え
よ
う
と
し
て
は
い
け
な
い

ふ

や
り
週
き
て
迷
惑
引

‘1
i唱
、r
dj

w
・グ
ラビア
ドキュメン
ト
／
裁
が
校
の
総
合
的
学
習
の
時
間
ハ
イ
ラ
イ
ト

｜
｜
1

4
）

受

L
H
机
・
イ
ラ
ス
ト
言
語
学
習

｜
｜
｜
l
i
l
i－
－
－

前
田
原
硲

5

』
司

1
1
1

．叙制巴矯入する総合的学山田の単一冗づくりインデックス
I
l
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沼
田
考
文
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役
に
立
つ
授
業
参
観
の
ノ
ウ
ハ
ウ
！
と
聞
か
れ
た
ら

明
石
要

一
／
木
村
重
夫
／
新
見
謙
太
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地
域
と
共
巴
育
て
る
「
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
」
谷
川

生
活
者
と
し
て
経
験
的
巴
学
ぶ
感
貨
が
麿
か
れ
て
い
る
か

l
l
高
橋

批
判
的
精
神
と
制
度
の
充
実

I
l
l
i－
－
－
Illi－－
－
ー

池
田

敏
師
、
が
や
る
べ
き
こ
と
を
し
て
い
る
か

｜
｜
｜
I
l
l
i－
－

大
森

。閣
閣
閣
附
倒
閣
国
閣
川
閣
閣
問
U
4

・

八
仕

m
n精
道
V
を
興
る
1
1

1
1
1
1
1
1
－
－
I
l
l
l
松

本

博

史

は

子
と
宅
一
人
一
人
の
課
題
追
究
の
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